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≪ご挨拶≫

（有）日本物産高柳商店は1989年法人化以来、地域の皆様と支えあい環境

第一をモットーに、安全で安心な廃棄物回収を邁進してまいりました。

堅実に信頼と実績を積み上げ、様々な人と人の絆を大事にし、

私たちを支えていただいている全ての方に感謝の気持ちを忘れずに

日々精進しております。

以下、「環境活動レポート」としての取り組みをまとめましたので、私たちの

取り組みをご高覧の上、ご指導、ご指摘をいただき次の環境活動に生かして

行きたいと存じます。

有限会社日本物産高柳商店

代表取締役社長

伊藤　章二
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環境方針

基本方針

1. エコドライブを推進し、二酸化炭素の排出を削減します。

2. 収集運搬の事業活動において、より一層の廃棄物分別を促しゴミ排出量の削減に
　 寄与します。

3.節電・節水を心がけます。

4. グリーン購入の推進をします。

5. 環境関連法令の遵守、近隣地域の環境保全、その他の当社が同意した
 　要求事項を遵守します。

6. 社員の環境への意識向上を図り環境活動を積極的に推進します。

7. この環境方針は全社員に周知します。

制定日　　2018年10月 1日

有限会社日本物産高柳商店

代表取締役      伊藤章二

基本理念

有限会社日本物産高柳商店は、産業廃棄物・一般廃棄物の収集運搬業における事業活動を通じ、
資源の有効活用及び地域社会の発展に貢献するとともに、かけがえのない自然との調和を大切に
した
事業活動を自主的・積極的に推進し最善の努力をもって継続的な改善を図ります。



1．　事業所及び代表者名

有限会社日本物産高柳商店

代表取締役社長　伊藤章二

2．所在地

　〒372-0013　群馬県伊勢崎市上植木本町1757-12

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　：　代表取締役社長　　伊藤　章二

環境管理責任者　：　取締役　　　　　　伊藤　進太郎

担当　　　　　　：　ＥＡ２１事務局    伊藤　真里

TEL　：　0270-25-8230

FAX　：　0270-25-8023

4．対象範囲

有限会社日本物産高柳商店　全組織及び全活動

5．事業の内容

産業廃棄物収集運搬業・一般廃棄物収集運搬業

6．事業規模

単位

百万円

人

㎡

7.創立年月日および資本金

 　    創立　1988年2月6日　　資本金　5,000,000円
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従業員数

150 150

２．事業活動の規模

活動規模

売上高

2020年(10月-2021年9月）2021年(10月～2022年9月)

131 131

11 12

延べ面積



8.収集運搬許可品目

普通：燃え殻、汚泥、廃油，廃ブラ、紙屑、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属屑

　　　動植物性残さ、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類、鉱さい

特別：廃油・揮発油等

一般廃棄物：伊勢崎市

最大積載量 台数

2t 1台

3t 1台

4t 2台

6.5t 1台

4t 1台

4t 1台

平成26年5月22日

平成29年11月8日

2021年(4月-2022年3月)

995t t

令和6年5月21日

令和4年9月12日

令和8年11月14日

令和9年3月5日

平成28年11月15日

1000018666

1100018666

900018666

1405018666

群馬県

埼玉県

栃木県

神奈川県

許可番号

9.収集運搬許可有効期限及び許可番号

都道府県 許可取得年月日 許可有効期限

群馬県特管

10.施設等の状況

キャブオーバ

11.積み替えなし

12.運搬実績

2020年実績

平成29年5月10日

平成27年8月31日 令和7年8月30日 1050018666

塵芥車

塵芥車

フックロールコンテナ車

産廃収集運搬量

フックロールコンテナ車

塵芥車

種類

運搬車両の種類と台数

一般廃収集運搬量 215.6ｔ ｔ

非鉄金属収集運搬量 667ｔ t



６．エコアクション２１　推進組織図 2019年1月1日　作成 承認 作成

最高責任者

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・

　環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

　を指示する。

環境管理責任者 【伊藤　進太郎】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 【伊藤　真里・伊藤　信恵】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

環境委員会 最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、年3回環境管理

責任者が召集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗

管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は出席する

ことができる。

車両部
木暮　達也

総務部
伊藤　真里

職名 役割

【代表取締役　伊藤　章二】

伊
藤
進

伊
藤
進

【最高責任者】
代表取締役社長

伊藤　章二

【環境管理責任者】
取締役

伊藤　進太郎

【事務局】
伊藤　真里
伊藤　信恵

【環境委員会】
（年3回開催）



当社に於ける2020/4/1～2021/3/31の環境負荷実績を把握し、

2020年～2022年迄の目標を下記の通り定め活動を開始しました。

1．環境目標とその実績

＊購入電力の排出係数は、0.468〔平成30年度実績・令和2年1月7日公表〕を使用しています。

＊2021年の実績は、2021年10月～2022年9月のデータです。

2017年 2022年 2023年

実績 目標 目標値 実績 目標 目標

２．主な環境負荷実績

中長期の目標

購入品リ
ストによ
るグリー
ン購入の
徹底

数値目標

2017年実
績に対し
て6％削
減

2017年実
績に対し
て6％削
減

2017年実
績に対し
て6％削
減

数値目標

2017年実
績に対し
て5％削
減

購入品リ
ストによ
るグリー
ン購入の
徹底

2017年実
績に対し
て5％削
減

②廃棄物排出量(kg) 600 400

③水資源投入量（㎥） 49 39

環境への負荷 2020年 2021年

①二酸化炭素排出量（kg-CO2) 60391.49 58523.82

⑥収集運搬車の
燃料の削減

― 現状把握 現状把握 現状把握
現状把握がで

きた

④グリーン購入
比率の向上(％)

―
ルールの

徹底
ルールの

徹底

グリーン購入
の意識を植え

付けた

③従業員一人当
たりの水資源投
入量の削減(㎥)

0.659

2017年実
績に対し
て4％
削減

0.646 0.3
目標に対して
52.8％削減で

きた

524.92 461.2
目標に対して
13.9％削減で

きた

②売上高100万
円当たりの廃棄

物
排出量の削減
(kg/百万円)

5.56

2017年
実績に
対して
4％
削減

5.44 3.8
目標に対して
31.3％削減で

きた

４．環境目標とその実績

環境目標

基準値 今年度目標

2021年

2017年実
績に対し
て5％削
減

①売上高100万
円当たりの二酸
化炭素排出量の
削減(kg-CO2/百

万円)

535.63

目標の達成状況

2017年
実績に
対して
4％
削減



＊2020年4月～2021年3月の活動の取組みと評価をしております。

1．二酸化炭素排出量の削減

①照明・PC不要時のOFFの推進

②節電表示の掲示

③電力・ガソリン・軽油使用量の集計

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

⑦目標達成状況・活動進捗状況確

2．廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③廃棄物排出量の集計

④裏紙使用ルールの徹底

⑥目標達成状況・活動進捗状況確認

3．水資源投入量の削減

①毎月のメータの確認(漏水防止)

②節水表示(手洗い場・トイレ)

③社用車洗車時の節水

④トイレの節水

⑤目標達成状況・活動進捗状況確認

5．グリーン購入の推進

①購入品の調査

②グリーン購入品の選定

③グリーン購入品の決定

6．本業に関する目標

①車両の燃料削減

次年度の取組内容

全員で節水にこころがけた。
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全員でエコドライブ運転を徹底した
車両別燃費集計を継続中。

全員の周知徹底を図る。

次年度の取組内容

選定購入した商品のリスト化をする

次年度の取組内容

次年度の取組内容

５．環境活動計画の取組みと評価

文具類を購入する際は、グリーン商品を購入
するようにした。

節水活動の実施・雨水の利用促進

環境活動計画の取組結果とその評価

分別ルール、集計方法等の取組みを徹底し、
ルーティン化を図る

次年度の取組内容

環境活動計画

分別ルール、集計方法の周知徹底を図る。

活動計画に基づき電気使用量の削減を目指した
がかなわなかった。

エコドライブをこころがけた。

引き続き全員で推進していく



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、環境関連法規への

違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。
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6．環境関連法規制の遵守

遵守事項 遵守状況法規制等の名称

浄化槽法 保守点検実施、法定検査実施

取組を開始して4年が経過し、小さい規模の会社でも環境に対する考えは少なから
ず社員に伝わっていると感じる。
引き続き浸透定着させ、お客様に旨を張って「エコ活動しております」と言える
よう社員全員で努力していく。

自動車Nox・PM法
特定自動車（トラック）の使用排気ガ
ス
の抑制

遵法

7．代表者による全体の評価と見直し

遵法

廃棄物処理法
委託基準（契約書・許可証）、
マニフェスト交付・保存及び交
付状況報告

遵法


